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要約 
本研究は，中学校の理科実験において，「実験のねらいの理解」「実験結果のねらいへの還元」の２点に関する意

識調査を実施し，参与観察で得られたさまざまな事例を分析することで，生徒の実態から，理科実験を成り立たせ

る要因について明らかにすることを目的とし，アンケートによる自己評価を基にして，事例の分析を行った。 
アンケートの結果から，「実験のねらいが理解でき，尚且つそれを達成できた」と感じている生徒が非常に多いと

いうことがわかった。しかし，回答した生徒の会話･行動を分析してみると，回答の通りになっていない場合もあっ

た。また，アンケートの選択肢を自分の言葉に直して回答するなど，自分の学びを振り返っていることがわかった。 
事例の分析を含めた生徒の実態から，さまざまな領域をその対象とする理科実験は，班員との意思疎通を基盤と

した，他者とともにつくりあげる学びであるということが明らかになった。 
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Ⅰ 問題の所在と研究の目的 Ⅱ 調査方法 
（１）対象 中学校の理科の授業について，学習指導要領では

従前から，知識・理解のみならず「観察・実験の重

視」，「科学的に調べる能力や態度の育成」，「科学的

な見方や考え方の育成」の３点が強調されてきた。

そして昨年度から完全実施の新学習指導要領では，

上記の３点に加えて，「児童生徒が知的好奇心や探究

心をもって，自然に親しみ，目的意識をもった観察，

実験を行うことにより，科学的に調べる能力や態度

を育てるとともに，科学的な見方や考え方を養うこ

とができるようにする」というように，学習への内

発的な動機づけを大切にし，目的意識をもった主体

的・意図的な観察・実験がいっそう重要であるとい

うことが述べられている。 

新潟県内中学校１学年１クラス（37 名） 
（２）期間 

2002 年 11～12 月及び 2003 年２～３月 
（３）手続き 

① 会話・行動記録 
各班に１台ずつと授業者に１台で計 10 台の

テープレコーダーと，教室後方に固定した 1 台

のビデオカメラで生徒の会話・行動を記録した。 
② アンケートによる自己評価 
授業終了後に，生徒全員に「実験のねらいの

理解」「実験結果のねらいへの還元」の２点に

ついてのアンケートを実施した。 
しかし，鈴木(2002)1)は，観察・実験の歴史的扱い

の変遷をたどり，「教授内容や観察・実験の数が減少

してきており，教科書の内容は系統性や発展性を多

少犠牲にしてもより簡略的にそして見やすくなって

きている．基礎・基本的な実験項目に厳密に精選さ

れ，十分な時間が確保されておらず，親切に手法を

示しているものの，思考力の向上とは相反する部分

があり，問題点を残している．」と問題点を指摘して

いる。 

③ 参与観察 
   毎時間の理科の授業に観察者として参加し，

実験活動中はＴ．Ｔ．の形で生徒と接した。 
Ⅲ 結果 
調査結果を集計して分析したところ，アンケート

結果から，以下のことが明らかになった。 
（Ａ）実験のねらいが理解できた，達成できたと感

じている生徒が多い。以下【図①】参照。 
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さらに，佐久間(1993)2)は，教師と生徒の好嫌度の

比較から，「生徒の興味・関心の実態を教師は、あま

りよく把握していない」ことを明らかにしている。 
そこで本研究では，中学校の理科実験において，

「実験のねらいの理解」「実験結果のねらいへの還

元」の２点に関する意識調査を実施し，参与観察で

得られたさまざまな事例を分析することで，生徒の

実態から，理科実験を成り立たせる要因について明

らかにすることを目的とする。 【図① アンケートの結果】 
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（Ｂ）回答をする際，自己評価に対応した選択肢が

ない場合，自ら自己評価に対応した選択肢を

直して回答をしている。以下【図②】参照。 

 
【図② 直された選択肢】 

（Ｃ）理科実験に対しての意識調査で，「好き」と回

答した生徒は全体の７割以上であった。しか

し，「苦手」と回答した生徒も全体の６割弱で

あった。以下【図③】参照。 
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【図③ 実験の好き嫌い／得意不得意】 

 また，会話・行動記録やアンケート自由欄のコメ

ントから，以下のことが明らかになった。 
（ａ）「実験のねらいが理解でき，達成できた」と感

じる生徒は，その過程においてコミュニケー

ションを積極的に図り，自分の考えなどを他

者に伝え，認められることで，より大きな達

成感を得ている。 
（ｂ）「実験のねらいが理解でき，達成できた」と感

じている生徒でも，実際の学びの姿はそのよ

うになっていない場合がある。 
（ｃ）「実験のねらいは理解できたが，達成はできな

かった」と感じる生徒は，他の班員とのコミ

ュニケーションがうまくとれずに，実験に殆

ど携わっていない場合がある。 
（ｄ）「実験のねらいが理解できず，達成できなかっ

た」と感じる生徒の中には，特定の分野に対

して苦手意識をもっていたり，また逆に，特

定の分野に対して興味・関心をもっていたり

する。 
（ｅ）「実験のねらいは理解できなかったが，達成は

できた」と感じる生徒が存在する。 
（ｆ）席替えにより班員が入れ替わったことで，実

験活動が充実したものとなったり，逆に以前

ほど集中できなくなったりする場合がある。 

Ⅳ 考察 
 本研究において以下の４点が明らかになった。 
①コミュニケーションの重要性 

結果（ａ）（ｃ）（ｆ）から，班単位で行われる

理科実験において，班員とのよい人間関係や，円

滑なコミュニケーションは，学びを成り立たせる

上で重要な要因であることが明らかになった。 
②学びの成り立つ場としての理科実験 

結果（ｃ）から，「実験のねらいの理解」という

段階は，個人でも可能な学びであると言えるが，

実験活動や「実験結果のねらいへの還元」という

段階は，班員との意思疎通を基盤とした，他者と

ともにつくりあげる学びであるということが明ら

かになった。 
③振り返りの個人差 

結果（Ｂ）（Ａ）（ｂ）（ｅ）から，理科実験に対

する自己評価を実施した場合，その振り返りの度

合いが生徒によってさまざまであるということが

明らかになった。 
④理科実験の広がり 

結果（ｄ）（Ｃ）に関して，特に理科の各単元で

扱われる実験内容はさまざまな領域に広がってい

るため，その領域それぞれに対して，好き／嫌い・

得意／不得意な生徒がいることが明らかになった。

そのため，自ら「理科実験が嫌いだ」と回答して

いる生徒でも，興味をもてる単元に出会う可能性

が大いにあると言える。 
Ⅴ 結論 
 上記①～④の考察をまとめると，さまざまな領域

をその対象とする理科実験は，班員との意思疎通を

基盤とした，他者とともにつくりあげる学びである

ということが明らかになった。 
Ⅵ 今後の課題 
結果（ｂ）にあらわれているように，「実験のねら

いを理解でき，達成できた」と感じている生徒でも，

必ずしもそのとおりにはなっていない。データ分析

をさらに深め，「実験のねらいの理解」「実験結果の

ねらいへの還元」の各段階で，生徒がつまづく要因

を考察する。 
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